
平成30年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成29年７月31日

上 場 会 社 名 株式会社モリタホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6455 URL http://www.morita119.com

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 尾形 和美

問合せ先責任者 (役職名)
常務執行役員
管理サービス本部長

(氏名) 金岡 真一 (TEL) 06-6208-1915

四半期報告書提出予定日 平成29年８月８日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 10,671 △2.6 △319 － △166 － △290 －

29年３月期第１四半期 10,953 32.6 △221 － △94 － △180 －
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 △79百万円( －％) 29年３月期第１四半期 △1,137百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 △6.43 －

29年３月期第１四半期 △3.98 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 98,320 55,870 56.0

29年３月期 106,037 56,722 52.7
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 55,071百万円 29年３月期 55,918百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 12.00 － 17.00 29.00

30年３月期 －

30年３月期(予想) 12.00 － 12.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 27,000 △8.7 1,000 △46.0 1,200 △41.5 700 △46.3 15.47

通期 83,000 △2.4 8,700 △9.8 9,000 △11.1 5,400 △10.6 119.37
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2017年07月27日 08時36分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 46,918,542株 29年３月期 46,918,542株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 1,680,125株 29年３月期 1,679,767株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 45,238,594株 29年３月期１Ｑ 45,240,451株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策などを背景に、企業収益や雇用環境は改

善傾向となるなど緩やかな回復基調が続きましたものの、欧米の政治動向への懸念やアジアにおける地政学的リス

クの高まりなどもあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループは３ヵ年の中期経営計画「Morita Advance Plan 1000」の２年目として、

企業価値の向上に向けた諸施策に取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は10,671百万円（前年同四半期比281百万円減、

2.6％減）、営業損失は319百万円（前年同四半期は221百万円の損失）、経常損失は166百万円（前年同四半期は94

百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は290百万円（前年同四半期は180百万円の損失）となりまし

た。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①消防車輌

消防車輌事業は、前期に国内需要が増加した反動減により、受注は減少しておりますが、前期に受注した製品

を予定通りに出荷し、売上高は4,690百万円(前年同四半期比12.2％増)となりました。

②防災

防災事業は、パッケージ型自動消火設備「スプリネックス」の補正予算交付決定の内示が遅れたことから、売

上高は3,348百万円(前年同四半期比12.0％減)となりました。

③産業機械

産業機械事業は、前年同四半期は海外向け製品の販売もあり、売上高は555百万円(前年同四半期比30.6％減)と

なりました。

④環境車輌

環境車輌事業は、５月の工場移転による生産部門への一時的な影響もあり、売上高は2,078百万円(前年同四半

期比4.1％減)となりました。

当社グループの売上高及び利益は、消防車輌事業の官公庁向け売上高の占める割合が高いこと等から、第４四

半期に偏る傾向にあります。

（２）財政状態に関する説明

　（財政状態の分析）

当第１四半期連結会計期間の総資産は98,320百万円（前連結会計年度末比7,717百万円の減少）となりました。

流動資産は、43,585百万円となり8,066百万円減少しました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少13,838百万

円の一方で、たな卸資産の増加4,189百万円によるものです。

固定資産は、54,734百万円となり348百万円増加しました。うち有形固定資産は、35,007百万円となり11百万円減

少し、無形固定資産は、5,093百万円となり307百万円減少し、投資その他の資産は、14,632百万円となり667百万円

増加しました。

流動負債は、22,509百万円となり7,146百万円減少しました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少3,744百万

円、電子記録債務の減少1,340百万円、未払法人税等の減少2,278百万円によるものです。

固定負債は、19,940百万円となり280百万円増加しました。

純資産は、55,870百万円となり851百万円減少しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上

290百万円、剰余金の配当769百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の52.7％から56.0％となりました。
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　（キャッシュ・フローの状況）

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ615百万円増加の8,502百万

円となりました。なお、当四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,952百万円の収入（前年同四半期は968百万円の収入）となりました。

これは主に、売上債権の減少額14,442百万円の一方で、税金等調整前四半期純損失167百万円の計上、たな卸資産

の増加額4,322百万円、仕入債務の減少額5,223百万円、法人税等の支払額3,100百万円によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、649百万円の支出（前年同四半期は2,408百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出562百万円によるものです。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、683百万円の支出（前年同四半期は605百万円の収入）となりました。

これは主に、配当金の支払額753百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の業績は概ね当初予定通りに推移しており、第２四半期連結累計期間及び通期の業績

につきましても、現時点では、平成29年４月28日に公表いたしました業績予想と変更しておりません。なお、業績

予想は現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数

値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,946 8,592

受取手形及び売掛金 26,288 12,449

電子記録債権 407 457

商品及び製品 3,949 4,350

仕掛品 5,187 8,030

原材料及び貯蔵品 4,841 5,786

その他 3,088 3,965

貸倒引当金 △57 △46

流動資産合計 51,651 43,585

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,190 12,083

機械装置及び運搬具（純額） 2,939 3,459

土地 18,954 18,954

建設仮勘定 536 116

その他（純額） 398 394

有形固定資産合計 35,019 35,007

無形固定資産

のれん 3,871 3,661

その他 1,529 1,431

無形固定資産合計 5,401 5,093

投資その他の資産

投資有価証券 10,612 11,296

退職給付に係る資産 1,010 1,008

その他 2,896 2,883

貸倒引当金 △554 △556

投資その他の資産合計 13,965 14,632

固定資産合計 54,385 54,734

資産合計 106,037 98,320
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,622 5,877

電子記録債務 7,554 6,214

短期借入金 185 262

1年内返済予定の長期借入金 2,342 2,342

未払法人税等 2,504 226

賞与引当金 1,152 593

役員賞与引当金 155 36

製品保証引当金 842 822

その他 5,296 6,135

流動負債合計 29,655 22,509

固定負債

長期借入金 11,207 11,200

退職給付に係る負債 3,897 3,874

役員退職慰労引当金 115 124

その他 4,439 4,740

固定負債合計 19,659 19,940

負債合計 49,315 42,450

純資産の部

株主資本

資本金 4,746 4,746

資本剰余金 4,331 4,331

利益剰余金 48,220 47,160

自己株式 △1,496 △1,497

株主資本合計 55,801 54,741

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,747 4,212

繰延ヘッジ損益 △0 11

土地再評価差額金 △2,604 △2,604

為替換算調整勘定 △445 △749

退職給付に係る調整累計額 △581 △539

その他の包括利益累計額合計 116 330

非支配株主持分 804 798

純資産合計 56,722 55,870

負債純資産合計 106,037 98,320
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 10,953 10,671

売上原価 7,944 7,786

売上総利益 3,008 2,885

販売費及び一般管理費 3,230 3,204

営業損失（△） △221 △319

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 50 58

受取賃貸料 20 20

持分法による投資利益 30 44

その他 83 66

営業外収益合計 187 193

営業外費用

支払利息 21 19

賃貸費用 1 1

その他 35 19

営業外費用合計 59 40

経常損失（△） △94 △166

特別利益

固定資産売却益 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除売却損 1 1

投資有価証券評価損 0 －

特別損失合計 2 1

税金等調整前四半期純損失（△） △95 △167

法人税等 92 128

四半期純損失（△） △188 △295

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △4

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △180 △290
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △188 △295

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △740 466

繰延ヘッジ損益 △11 12

為替換算調整勘定 △181 △265

退職給付に係る調整額 41 41

持分法適用会社に対する持分相当額 △58 △38

その他の包括利益合計 △949 216

四半期包括利益 △1,137 △79

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,125 △76

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △2
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △95 △167

減価償却費 447 493

のれん償却額 112 105

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △8

受取利息及び受取配当金 △51 △60

支払利息 21 19

持分法による投資損益（△は益） △30 △44

売上債権の増減額（△は増加） 12,322 14,442

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,280 △4,322

仕入債務の増減額（△は減少） △5,475 △5,223

その他 △97 △235

小計 2,864 4,997

利息及び配当金の受取額 51 60

利息の支払額 △9 △5

法人税等の支払額 △1,937 △3,100

営業活動によるキャッシュ・フロー 968 1,952

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,606 △562

有形固定資産の売却による収入 11 0

無形固定資産の取得による支出 △111 △49

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に対
する前期未払分の支払による支出

△631 －

貸付けによる支出 △40 △30

貸付金の回収による収入 2 10

その他 △32 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,408 △649

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △8,667 82

長期借入れによる収入 9,714 －

長期借入金の返済による支出 △6 △6

配当金の支払額 △427 △753

非支配株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △3 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 605 △683

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △848 615

現金及び現金同等物の期首残高 7,771 7,886

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,923 8,502

決算短信（宝印刷） 2017年07月27日 08時36分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社モリタホールディングス(6455) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

― 9 ―

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

消防車輌 防災 産業機械 環境車輌

売上高

外部顧客への売上高 4,180 3,806 800 2,166 10,953

セグメント間の内部売上高又は振替高 38 52 0 74 166

計 4,218 3,859 800 2,241 11,120

セグメント利益又は損失（△） △591 170 △31 226 △226

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 △226

セグメント間取引消去 1

棚卸資産の調整額 3

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △221

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

消防車輌 防災 産業機械 環境車輌

売上高

外部顧客への売上高 4,690 3,348 555 2,078 10,671

セグメント間の内部売上高又は振替高 44 81 1 19 146

計 4,734 3,429 556 2,098 10,818

セグメント利益又は損失（△） △347 △8 △25 41 △340

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 △340

セグメント間取引消去 1

棚卸資産の調整額 19

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △319

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

１ 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 4,422 +9.9

防災 3,331 △6.3

産業機械 904 △7.1

環境車輌 2,174 △7.3

合計 10,833 △0.6

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 金額は、販売価格で表示しております。

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 22,824 △16.0 30,240 △15.7

防災 1,502 +13.3 2,667 +35.3

産業機械 1,183 +49.2 2,582 +58.0

環境車輌 2,305 △21.9 4,469 +9.1

合計 27,815 △13.7 39,960 △8.3

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 金額は、販売価格で表示しております。

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４ 防災事業の防災機器部門は見込生産を行っているため、上記の実績には含まれておりません。

　

３ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 4,690 +12.2

防災 3,348 △12.0

産業機械 555 △30.6

環境車輌 2,078 △4.1

合計 10,671 △2.6

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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